
・いわき経済同友会より会報が届いていますので回覧
します。

・本日例会終了後理事会がありますので理事者の皆さ
ん宜しくお願いします。

・長い間使っていました名札プレートを会員の皆様に
差し上げますのでお持ち帰り下さい。
◎各委員会報告
◇出席委員会－越田和小委員長
　本日の出席状況は下記の通りです。高出席率が続い
ているようですので、今後も宜しくお願い致します。
◇スマイルボックス委員会－鈴村副委員長
・米山記念奨学生朱美善さんの卓話を

歓迎して。冨澤、鈴村、髙木、川中、
越田和、生駒、富岡、児玉、小熊、
渡辺（勉）、濱沖、斉藤各会員及び
渡邉公平ガバナー補佐、鈴木（修）
会長、髙萩副会長、鈴木（雅）幹事

・本日欠席ごめんなさい。　　　　　鈴木修一郎会長
・前回例会休んでごめんなさい。

越田和、嵐、林、荒川（義）、橋本各会員
・誕生祝いありがとうございました。

佐野、富岡、吉野、横木、押田各会員
◇親睦活動委員会－佐藤政司小委員長
　本日は今月の誕生者へ誕生祝いを
差し上げたいと思います。吉野文敏

会員、横
木弘行会
員、押田
行正会員、富岡幸広会員、
佐野健会員前の方へどう
ぞ。おめでとうございます。

◎磐城農業高等学校卒業式出席報告－船橋征行会員
　3 月 1 日に鈴木修一郎会長と私で卒業式に列席し

◎会長報告－高萩勝利副会長
　皆さん、今日は。本日は会長欠席
の為、私が代理でご報告させて戴き
ます。3 月に入り季節の移り変りが
早く感じます。と言うのも本日は三
寒四温で西高東低冬型の気圧配置と

なっており温かい日が続くと寒い日が戻って来たり
と気温の差が激しいようですので皆様体調には気を
付けて下さい。私は毎日鮫川を歩っていますが昨日
まで居た白鳥が今日は居ませんでした。これも季節
の変り目かなと思いました。また、先週ニュージー
ランドのクライストチャーチで大きな地震がありま
した。日本人留学生 28 名の生存確認が出来ていませ
ん。本当に大地震と耐震構造が無いということの恐
さが身に染みました。留学生の無事を祈りたいと思
います。私の話は以上です。
◎米山記念奨学生朱美善
さんへ奨学金の授与

　本日は 3 月第 1 例会日です
ので朱美善さんへ奨学金をお
渡し致します。朱美善さん前の方へどうぞ。
◎幹事報告－鈴木雅之幹事
・いわき平東ロータリークラブより視

聴覚障害者の方に情報アクセスコミ
ュニケーションの法制度を求める 120
万人署名活動協力依頼が届いていま
す。本日の理事会で話し合い結果を報告したいと思
います。

・昨日 3 月 1 日に磐城農業高校の卒業式に会長と船橋
会員が出席致しました。

・北茨城ロータリークラブの週報、いわき小名浜、い
わき平、いわき平東、いわき平中央ロータリークラブ
より 3 月のプログラムが来ていますので回覧します。

出席状況	 正会員数　　　57名　　　　　　　
	 本日の出席率　　　83.67％　　　　　　修正出席率　　　91.84％
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ロータリーの綱領　高萩勝利副会長
－今月は識字率向上月間です－

て参りました。感じたのは 4 つの課
の中で緑地土木以外は女子生徒ばか
りでした。以前オーストラリアから
来た牧師さんとお話した事がありま
す。日本の食糧自給率は 40 パーセン

ト位です。日本はオーストラリアから沢山の食糧を
輸入していますがオーストラリアの農地も温暖化で
減少して来ているので、いつまでも食糧を輸出する
ことは出来きないと言っていました。日本には四季
があり地面が乾燥することが無いので農地を増し自
給率を上げた方が良いとそのオーストラリア人の牧
師さんがお話していました。農業の大切さを磐城農
業高校で学び優秀な学生が沢山卒業して社会で活躍
して欲しいと思いました。
◎ゲスト卓話－米山記念奨学生　朱美善さん
　みなさん、こんにちは。
　今日は、「韓国観光の現状と
課題」について卓話をご用意
しました。韓国中心で説明し
ますので、皆さんは日本と韓
国がどれだけ違うかを考えてみてください。始めに、
私から見た日本についてご説明させていただきます。
　初めて来日したのは、高校 2 年生でした。中学 3
年から日本に興味を持ち、インターネットで韓流が
大好きなおばさんとの交流がきっかけで、その家に
泊まりながら旅行をしました。初めての日本だった
ので、外国人がよく訪問する渋谷や原宿、お台場、
など前から行ってみたかった場所を実際行ってみて
とても楽しかったです。その後、日本に対する興味
がさらに深まると同時に、日本には多くの有名な観
光地があると知り、そういった場所にも行って見た
いと思うようになりました。そうしたことから、日
本に留学することを決意し、現在通っている大学に
入学しました。私は元々観光サービスなどに興味が
あり、今回このテーマでお話させていただくことに

しました。もう一つ、韓国の
国内旅行の特長について説
明させていただきます。日本
に来て、改めて韓国の国内旅
行について考えるといくつか

特徴があるように思いますが、その中の一つだけ説
明すると、日本の最もポピュラーな国内旅行は温泉
旅行のようですが、韓国はペンションに泊まる旅行
が一般的ということです。韓国には温泉がほとんど
ないです。都心と遠くないところでペンションの数
は民宿を含めなんと５千軒あります。家族はもちろ
ん、友達と恋人など自然を感じながらレジャースポー
ツを楽しんで、夜にはバーベキューパーティーをし
ながら休養を楽しみます。では、報告に入って行き
ますが、先ず、いくつかのデータを確認しておきます。
　最初に「韓国と日本の観光客の往来の推移」につ
いてですが、日本の往来数値がどんどん上がってい
るのが見えます。これは、円高や韓流の影響とも言
えるのではないかと思います。
　次に「日本人の韓国旅行動機」についてですが、
複数回答で図のようになっています。調べてみたと

ころ、近い距離やグルメツアー、ショッピングが大
きく示しているのが見えます。その他に、経済的な
旅行費用や歴史・文化遺跡が目的だという答えもあ
りました。それでは、ここで、韓国の観光地を紹介
していきたいと思います。
　先ず、「日本人の韓国旅行訪
問地 ＢＥＳＴ５」は、次のよ
うになっています。明洞は高級
ブティックやカラオケボックス、
メガネ店やファストフード店、
屋台や露店などが数多く立ち並んでおり、韓国でも
トップクラスの規模と人気を誇る観光地であります。
後ほどご説明させていただきますが、主婦層の多い
南大門市場に比べ、ここでは若者の姿が多く見られ
ます。また、日本人観光客にも人気の高いスポット
の一つであることから、日本語で表記された看板も
散見され、日本語を話すことができる従業員が他地
域と比べ多いです。日中のみならず、深夜になって
も人通りが絶えないところです。日本の東京でいう

「渋谷」や「原宿」に似た様相を見せます。
　ソウル市内にある四大門の一つ興仁之門（東大門）
の西側に位置している東大門市場は、「斗山タワー」
や「ミリオレ」などのファッションビルが立ち並ぶ
ことから、南大門市場に比べると若者の姿が目立ち
ます。小売でありながら値札を掲げず、口頭で価格
交渉を行う独特のスタイルで取引を行う店が多いで
す。市場は小売としての機能のほかに地方都市から
の買い付けに対する問屋としての機能も持つため、
高速バスの運行時間に合わせ夕方から翌朝にかけて
営業をしています。
　南大門市場はソウル市内にある四大門の一つ『崇
礼門（南大門）』を起点に、四方およそ 200 ～ 500m
の中に大小約 1 万店以上が立ち並んでいます。日用
品や食料品、衣料品が中心となっており、買物客で
常に賑わいを見せています。日本人観光客にも人気
の高いスポットの一つであり、土産物を販売する店
が多いです。深夜営業の店舗もあるが、それらの多
くは卸売業的な性格を持っており、韓国国内から仕
入れに訪れる人が多くいます。
　景福宮は李

イ ソ ン ギ ル

成桂により 1395 年に建設した李氏朝鮮
の王宮であります。近代では、大日本帝国に併合さ
れた後に朝鮮総督府の庁舎が置かれた場所でありま
した。大韓民国が建国された後は、敷地の一部に大
統領官邸青瓦台が置かれています。現在は景福宮の
中心部に 1867 年に興宣大院君によって再建された勤
政門や勤政殿などが現存し、2025 年には景福宮復元
事業が完了される予定であります。
　南山・N ソウルタワーはちょっと珍しく都心の中
に位置されている山であります。ロープウェイで頂
上まで登れます。また、階段もあり、徒歩で登ると
途中に市内を望むことができます。また、夜景を観
賞しやすい場所です。最近は恋人たちのデートコー
スにもなっていて、「愛の錠」といい、自分たちの愛
が永遠になりますようにとかぎをかけました。他に
沢山の観光地紹介がありましたが、割愛させて戴き
ます。


